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の開催報告．第 70 回呼吸器合同北陸地方会；2013 Jun 1-2；新潟． 
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16)  山本善裕．非結核性抗酸菌症の臨床～疫学と治療を中心に～．第 88 回日本結核病学会総会ランチョンセミナー；2013 
Mar 29；千葉． 
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日本化学療法学会総会合同学会ランチョンセミナー；2013 Jun 6；横浜． 
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岡． 
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29)  山本善裕．気道感染症のマネジメント～抗菌薬をどう使うか～．感染症フォーラム in NIIGATA；2013 Aug 2；新潟． 
30)  山本善裕．感染制御の重要性～MRSA とインフルエンザ～．富山県院内感染対策協議会フォローアップ研修会；2013 

Aug 4；富山． 
31)  山本善裕．知っておきたい最近話題の感染症～インフルエンザと非結核性抗酸菌症～．東予感染症を考える会；2013 

Aug 22；愛媛． 
32)  山本善裕．感染制御の重要性～ひとりひとりができること～．真生会富山病院院内感染対策講習会；2013 Aug 31；

富山． 
33)  山本善裕．難治性呼吸器感染症の治療戦略～緑膿菌と MRSA～．第 17 回日本気胸・嚢胞性肺疾患学会総会ランチョ

ンセミナー；2013 Sep 6；東京． 
34)  山本善裕．感染制御の重要性～ひとりひとりができること～．富山市民病院感染予防対策学習会；2013 Sep 9；富山． 
35)  山本善裕．気道感染症診療の考え方～抗菌薬をどう使うか～．第 22 回臨床呼吸器フォーラム大分；2013 Sep 10；大

分． 
36)  山本善裕．呼吸器感染症に対する抗菌薬適正使用～PK/PD 理論を中心に～．適正抗菌化学療法研究会；2013 Sep 13；

焼津． 
37)  山本善裕．肺炎診療を考える～ガイドラインと臨床～．第 4 回長崎県北部感染症研究会；2013 Sep 19：佐世保． 
38)  山本善裕．感染制御の重要性～ひとりひとりができること～．済生会富山病院院内感染対策研修会；2013 Sep 24；

富山． 
39)  山本善裕．呼吸器感染症診療の実際～ガイドラインと臨床～．第 15 回宮崎「感染と免疫」研究会；2013 Oct 2；宮

崎． 
40)  山本善裕．感染制御の重要性～MRSA 対策・治療を中心に～．富山県立中央病院院内感染対策研修会；2013 Oct 4；

富山． 
41)  山本善裕．呼吸器感染症の抗菌薬療法．ゾシン発売 5 周年記念学術講演会 IN 出雲；2013 Oct 8；出雲． 
42)  山本善裕．感染対策の必要性と体制作り．富山県感染対策担当者養成研修会；2013 Oct 12；富山． 
43)  山本善裕．感染制御の重要性～ひとりひとりができること～．社保高岡院内研究発表会；2013 Oct 12；富山． 
44)  山本善裕．呼吸器感染症診療を考える～ガイドラインと臨床．第 16 回栃木 RTI フォーラム；2013 Oct 17；宇都宮． 
45)  山本善裕．非結核性抗酸菌症の疫学と治療 最近の話題．第 1 回富山結核・抗酸菌症研究会；2013 Oct 18；富山． 
46)  山本善裕．呼吸器感染症診療の実際．第 221 回日本内科学会東海地方会・第 57 回生涯教育講演会；2013 Oct 27；岐

阜． 
47)  山本善裕．呼吸器感染症診療の実際～真菌症を含めて～．第 27 回高知県感染症研究会；2013 Oct 30；高知． 
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48)  山本善裕．抗微生物薬の基礎知識．富山県感染対策担当者養成研修会；2013 Nov 2；富山． 
49)  山本善裕．MRSA 感染症診療の考え方～ガイドラインと臨床～．第 61 回日本化学療法学会西日本支部総会・第 56

回日本感染症学会中日本地方学術集会・第 83 回日本感染症学会西日本地方会学術集会ランチョンセミナー；2013 
Nov 7；大阪． 

50)  山本善裕．「抗菌薬の適正使用」のために必要なこと～感染症学と感染制御学～．第 61 回日本化学療法学会西日本

支部総会・第 56 回日本感染症学会中日本地方学術集会・第 83 回日本感染症学会西日本地方会学術集会イブニング

セミナー；2013 Nov 7；大阪． 
51)  山本善裕．肺炎診療を考える～ガイドラインと臨床～．第 71 回呼吸器合同北陸地方会；2013 Nov 10；富山． 
52)  山本善裕．呼吸器感染症診療の実際～真菌症を含めて～．第 12 回富山県呼吸器感染症研究会；2013 Nov 14；富山． 
53)  山本善裕．呼吸器感染症診療の実際～ガイドラインと臨床～．平成 25 年度第 4 回愛知県女性薬剤師会学術講演会；

2013 Nov 17；名古屋． 
54)  山本善裕．呼吸器感染症外来診療の実際～経口抗菌薬の適正使用～．小矢部市医師会学術講演会；2013 Nov 19；小

矢部． 

55)  山本善裕．最近話題の感染症とその対策．高岡市医師会医療安全・感染対策研修会；2013 Nov 21；高岡． 

56)  山本善裕．感染制御の重要性～ひとりひとりが出来ること～．神鋼感染症フォーラム；2013 Nov 28；神戸． 

57)  鳴河宗聡，田代将人，山本善裕．発熱，胃部不快感を主訴とし感冒・急性胃炎と診断された症例．北陸 HIV ケース

カンファレンス；2013 May 27；金沢． 
58)  鳴河宗聡，田代将人，山本善裕．B 型肝炎の治療中に食道カンジダにてエイズを発症した症例．北陸 HIV 臨床談話

会；2013 Aug 3；金沢． 
59)  鳴河宗聡．結核の感染対策 up to date/HIV の現状と問題点．富山県感染対策担当者フォローアップ研修会；2013 Aug 

4；富山． 
60)  鳴河宗聡．職業感染対策．富山県感染対策担当者養成研修会；2013 Oct 12；富山． 
61)  鳴河宗聡．微生物の基礎知識と検体の取り扱い．富山県感染対策担当者養成研修会；2013 Nov 2；富山． 
62)  鳴河宗聡．富山県における HIV の現状と問題点．第 15 回新潟性感染症研究会；2013 Nov 29；新潟． 
63)  田代将人．Aspergillus fumigatus のアゾール耐性．富山化学化学療法研究会；2013 Jan 31；富山． 
64)  田代将人．劇症型溶血性連鎖球菌感染症の一例．第 1 回昇龍道フォーラム；2013 May 11；名古屋． 

65)  田代将人．アスペルギルス症・クリプトコックス症 臨床とその問題点．第 1 回富山深在性真菌症研究会；2013 Jun 13；
富山． 

66)  田代将人．劇症型溶血性連鎖球菌感染症の一例．第 2 回北陸難治性感染症研究会；2013 Jul 27；富山． 
67)  芦澤信之．重症感染症における抗生物質の選択について．感染症研修会；2013 Nov 13；富山． 
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